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評価・
分析

成
果

  厳しい財政状況にあっても、区民一人当たりの公園面積５㎡（「緑とオープンスペース基
本計画」目標値）に向けて、着実に公園整備を進めてきた。（成果指標１）
　老朽化した遊具等の公園施設については巡回点検や補修等の日常管理、施設更新工
事で対応するとともに、清掃、除草、樹木剪定などを適切に行い、公園を良好な状態に維
持するよう努めているが、公園に満足している区民の割合は、約半数に留まっている。（成
果指標２）

コ
ス
ト

  施策のコストのうち、日常の維持管理費(一般公園維持管理、児童遊園維持管理）が７０%
あまりを占め、新設関連の事業費（公園新設、(仮称）新宿六丁目公園整備）は全体の８%
あまりに過ぎない。ただし、今後(仮称）新宿六丁目公園やその他の大規模公園の整備が
進めば、トータルコストが大幅に増加するとともに全体の構成比も大きく変動する。

成果向上
のための
取組方針

　区民一人当たりの公園面積５㎡を目指し、(仮称）新宿六丁目公園の新設とともに、水元
中央公園(フィットネスパーク）・小菅西公園の拡張やその他の公園の整備についても着実
に推進していく。
　その一方で、既設の公園・児童遊園の半数以上が開園後２５年以上経過し、施設も老朽
化していることから、安全・安心で魅力ある公園へと改修していくとともに、利用者がいつで
も快適に利用できるよう日常の維持管理も充実させていく。
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公園に満足して
いる区民の割合

％
政策・施策マーケ
ティング調査

46.80

3.97

1
区民１人あたりの
公園面積

㎡ 公園面積÷人口

3.79 3.86

4.01

現状と課題

　平成２２年４月１日現在、区内には都立水元公園を含めて３１３箇所の公園・児童遊園が開
園している。これまでの整備により、区民一人当たりの公園面積は４．０４㎡まで増加したが、
今後も一人当たり５㎡の目標に向けて、レクリエーション、防災、環境保全、景観形成に資する
整備を進めていく。特に、新宿六丁目地区において、(仮称)新宿六丁目公園の整備を進めてお
り、東京理科大学の開学（平成２５年度予定）にあわせた開園に向けて重点的に取り組んでい
るところである。
　しかしながら、公園面積の約６割を占める水元公園や河川敷公園は区の周辺部にあり、市街
地の身近な公園は未だ不足している状況にある。さらに、利用者のニーズの多様化とともに、
既設公園の老朽化や不適切な利用など公園に対するマイナスイメージが少なからずあり、
マーケティング調査における満足度は約半数に留まっている。都市におけるやすらぎや憩いの
場として、満足度を高めていくためには、魅力ある公園の整備とともに、偏在化の解消、日常の
維持管理の充実によって、誰もがいつでも安心して利用できる公園にしていく必要がある。

２２年度２０年度 ２１年度成果指標 指標根拠 １８年度 １９年度

施策意図

平成２２年度 施策評価表

施策名 公園
担当部 都市整備部

担当課 公園課

区民ニーズや地域特性を踏まえた公園が整備され、多くの区民が利用している。
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66,111 191,551

58.11

10.30

A125,440

児童遊園維持管
理

苦情・要望件数（件） 1,073,308 1,080,257 2,3

A

2,3

-14,132 A

施策トータルコスト
（千円）

公園施設再生事
業

35年以上を経過してい
る遊具数（基）

砂場柵設置率（％）

一般公園維持管
理

２１
実績

指標名（単位）
２０

実績

担当課1,859,073

２０実績

増減額

 ２１実績

事務事業コスト（千円）

施策内
割合(%)

成果指標

２２
目標

交通公園維持管
理業務委託

１日あたりの遊具利用者数
(人）　（北沼・上千葉砂原・新
宿交通公園の合計）

－

公園新設

区民一人あたりの公園面積（㎡
／人）＝公園開園面積（供用開
始）／ 飾区の人口（外国人登録
含む）※他の事務事業も含む。

公園づくり検討会参加
者数（人）

－

無

無

乗客数（人）

B

12.99

ふれあい率（ポニー乗馬利用者
数＋ふれあい動物コーナー利用
者数）÷延べ総入場者数×100
（％）

延べ総入場者数（人）

－

苦情・要望件数（件）

2,3

水産試験場跡地
管理（金魚の飼
育・展示）

金魚展示場来園者数
（人）

－

公園課庁舎管理
運営

新宿交通公園内ミ
ニＳＬ運行

上千葉砂原公園
ふれあい動物広
場運営業務委託

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

職員が
直接関
与する
根拠法

令

効率性
の分析

－

事務事業名

都市整備部担当部

公園課

無

取組
内容

80,618

-389,253

4.34

469,871

6,949

民間遊び場総面積
（㎡）

－

無

0.88

修繕件数(件）

－

86

2,413

17,524

鉄道教室参加者数
（人）

無

施策名

無

無

無

公園

民間遊び場補助
事業

無

無

43,077



58 59 60

29 28 28
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－ － －

34,506 41,320 45,000

－ － －

－ 25.00 50.00

－ － －

職員が
直接関
与する
根拠法

令
指標名（単位）

２０
実績

事務事業名
成果指標 事務事業コスト（千円）

取組
内容

２１
実績

２２
目標

２０実績

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

施策名 公園

施策トータルコスト
（千円）

担当部 都市整備部

1,859,073 担当課 公園課

 ２１実績 施策内
割合(%)

効率性
の分析増減額

0.42

－

無

-218 B

7,723
地域自主管理団
体等謝礼

自主管理公園数（公園管
理・樹木管理）(箇所） 7,941

公園監視員配置公園
数（箇所）

地域開放型花壇
管理運営

利用花壇数（箇所） 896

－

592

0.03

2
無

-304 B

1.50

2

無

165 B

27,825
柴又公園管理運
営委託

駐車広場利用台数
（台）

27,660

－

（仮称）新宿六丁
目公園整備

公園整備率（％）＝（公園設
計進捗率（％）＋公園工事進
捗（％））÷２

0

－

78,116

4.20

1,2,3

無

78,116 A



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

施策意図

平成２２年度 施策評価表

施策名 緑化
担当部 環境部

担当課 環境課

緑の豊かさが感じられる。

現状と課題

　地球温暖化防止、都市部のヒートアイランド現象の緩和など、都市・街における緑の
役割は重要であり、また都市景観の向上や生垣などの防災機能としての役割など、
区民生活において良好な住環境を形成していくうえで、緑を保全・創出していく諸施策
の充実が今後も期待されている。

２２年度２０年度 ２１年度成果指標 指標根拠 １８年度 １９年度

43.80 44.00 44.10 56.50

1
緑の豊かさを感じ
る区民の割合

％
政策・施策マーケ
ティング調査

57.00

2 － － －

－

47.50 55.50 53.50

－ －

55.70

－ －

－ － － －

3 － － －

－ － － － －

－ － － －

評価・
分析

成
果

　成果指標のマーケティング調査では、緑の豊かさを感じる区民の割合が目標値の56.5％
には達しなかったが、20年度より2.2％増加し55.7％であった。ここ数年、緑のゆたかさを感
じる区民の割合が50％を超える高い割合となっている。

コ
ス
ト

　事務事業コストは20年度に比べると減少しており、これは緑化施策事業の事務事業コス
トの約80％以上を占める街路樹維持管理事業のコスト削減が全体のコスト減につながっ
た。しかしながら、街路樹や歩道緑地帯の剪定、清掃除草、害虫駆除などの経費が大半を
占めている中で、それらすべてが民間委託となっており、区職員は、苦情・要望への即時
対応や交通安全上支障となる私的植栽や植木鉢等の撤去指導を行っているため、今後は
コスト縮減の余地が乏しい。

成果向上
のための
取組方針

　区内の緑化を進めていく上で、道路緑化事業や街路樹維持管理事業を適正に実施して
いくことは必要不可欠であり、また、民有地の緑を守り、保全していくためにも、今後も補助
制度の実施や、緑化を推進するための普及啓発事業などを実施する必要がある。特に、
区民が身近に緑を感じてもらえるような取り組みのひとつとして、身近な地球温暖化防止
対策でもある緑のカーテンの普及等を今後も推進していく。
　これからも、区民が緑の豊かさをより実感できるように、区が主体となって進めるべき事
業については確実に事業を推進していく一方、区民の緑化意識を高め、普及啓発を図って
いくことで、区だけではなく、区民と一体となって緑の保全・創出に取り組んでいく。





7,624.90 7,624.90 7,684.00
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1,592 1,734 1,850
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3 -13 25

500 0 500

51 34 30
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169.33 297.06 100.00
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125,592.14 59,026.76 30,000.00

9,297.62 52,514.84 30,000.00

116 105 110
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－ － － -13,226
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-136 B

2,3

4,792 1

4,830 3,378 －

－

-29,982

18,018

83.55

1

450

7,325

509

1.18

B

0.16

-1,452

-59 B

11,147

4,009

無

A

10,420 17,745 1

6.18

4.31

12,383

A

無

B

取組
内容

2,640

1,236

事務事業コスト（千円）

-1,369

0.92

増減額

成果指標

２０
実績

指標名（単位）

施策トータルコスト
（千円）

環境部担当部

環境課287,138 担当課

施策内
割合(%)

保存樹林指定増加面
積（㎡）（１に同様）

生垣化推進

保存樹木指定増加本数
（本）（当該年度末指定本
数－前年度末指定本数）

－

生垣造成累計延長(ｍ)（15
～17年度実施、公共施設
分145ｍ含む）

緑化意識事業

各種緑化啓発イベント参
加者数（人）

－

保存樹木・樹林助
成

アメリカシロヒトリ
防除対策事業

グリーンバンク事
業

提供樹木引取率（％）（引
取樹木数÷提供樹木数）

緑化指導事業

街路樹維持管理

緑化計画確認面積
（㎡）

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

職員が
直接関
与する
根拠法

令

効率性
の分析

－

施策名 緑化

２１
実績

２２
目標

２０実績事務事業名

屋上緑化・壁面緑化累
計面積（㎡）

 ２１実績

無

無

無

269,886 239,904

屋上・壁面緑化推
進

樹木の害虫に関する相談件
数（件）（樹木害虫被害の相
談及び防除に関する一般相
談件数）

－

－

区民からの苦情要望
件数（件）

緑化完了確認面積
（㎡）

－

無

無

5,846

－

無

5,982

2.04

A

B

1.67



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

公園課

河川を活かした快適な空間が整備され、多くの区民が水辺に親しんでいる。

指標根拠 １８年度 １９年度

施策意図

平成２２年度 施策評価表

施策名 水辺
担当部 都市整備部

担当課

18.30 18.50 30.00 26.00

現状と課題

　河川と一体となった公園として整備する「水の拠点」は、西水元水辺の公園、東立石緑地公
園に続き、現在(仮称）青戸六・七丁目公園の事業を進めており、（仮称）青戸六丁目公園の一
部区域について都市計画法の事業認可を取得したところである（平成２１年８月）。
　「水の拠点」を結ぶネットワークとして位置づけられている水辺の散策路については、国管理
の中川において西水元一丁目先の中川左岸堤防整備に併せて散策路の整備を施工しており
（平成２２年８月完成予定）、引き続き、他の箇所についても国に築堤工事の早期着手を要請し
ていく。また、東京都管理の新中川においても、堤防道路を積極的に活用し、散策路として整
備を進めていく。
  桜づつみ事業についても、河川管理者による坂路整備や堤防補強工事などに併せて行う必
要があるため、それらの機会を捉え、河川管理者と協議を行い整備を進めていく。
　また、豊かな自然・水辺環境を象徴する水元小合溜はここ数年水質改善が停滞していること
から、水質改善･生態系の回復に向け、水質や自然環境の調査を実施している。

２２年度２０年度 ２１年度成果指標

2
水辺が親しめる
空間となっている
と思う区民の割合

％
政策・施策マーケ
ティング調査

42.50

23.10

1
水の拠点整備面
積

ha
水の拠点整備を
行った面積の累
計

42.80 51.00

26.00

51.30

26.00

25.60 26.00

3
水辺の散策路整
備延長

m
桜づつみ整備延
長を含む累計

51.50

43.20 50.20 46.80 52.90

2,480

550 780 1,320 1,320

630 1,260 1,900 1,320

成果向上
のための
取組方針

　 青戸六・七丁目の水の拠点の整備については、引き続き、青戸六、七丁目地区全体の
事業進捗(慈恵医大建替等）に合わせて着実に推進していく。また、水辺のネットワークを
形成し、水辺に親しめる空間の整備のため、区実施計画の中で位置づけている新中川河
川敷の活用を積極的に進める。さらに、水元小合溜の水質改善についても、引き続き調査
を継続し、調査結果の分析及び浄化対策の検討を進め、豊かな水環境の再生に取り組ん
でいく。

評価・
分析

成
果

　 飾区緑とオープンスペース基本計画に基づき、河川特性を活かした水の拠点の整備
や、国との連携による桜づつみ事業など、豊かな水辺景観の形成に向けた事業を着実に
実施するとともに、水元小合溜水質浄化事業や水辺のふれあいルーム運営など、水質改
善や水辺に親しむ施設運営の充実も図ってきた。（成果指標１・２・３）
　加えて、国や都においても、荒川や江戸川のバリアフリー坂路整備、中川の耐震補強工
事に伴うテラス整備など河川整備事業が進捗してきたこともあり、マーケティング調査にお
いて、水辺が親しめる空間となっていると思う区民の割合は、年度によって増減があるもの
の概ね増加傾向にある。（成果指標２）

コ
ス
ト

　施策を構成する事務事業のうち、維持管理（水元小合溜水質浄化施設）のコストが、施策
の総コストの大半（７８％）を占めている。また、平成２１年度から新たに加わった新中川散
策路整備事業が全体の１２％あまりとなっている。
　なお、維持管理（水元小合溜水質浄化施設）のコストは、概ね１．１～１．２億円とほぼ横
ばいで推移している。





5.60 7.00 5.00

－ － －

32,499 36,023 45,000

390 439 420

26.10 26.10 26.10

11.60 11.60 30.00

－ 0.00 55.00

－ － －

施策名

無

無

水辺
都市整備部担当部

公園課

取組
内容

119,417

6,891

78.68

112,526

-960

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

職員が
直接関
与する
根拠法

令

効率性
の分析

2

事務事業名
成果指標

２２
目標

新中川散策路整備率
（％）

－

無

無

12.46

散策路整備率（％）

維持管理（水元小合
溜水質浄化施設）

BOD(mg/l）

－

担当課151,782

２０実績

増減額

 ２１実績

事務事業コスト（千円）

施策内
割合(%)

新中川散策路整備事
業

桜づつみ整備率（％）

施策トータルコスト
（千円）

水辺のふれあいルー
ム運営

水辺のふれあいルー
ム利用者数（人）

自然講座参加者数
（人）

水辺のネットワーク事
業

-60

指標名（単位）
２０

実績

B

12,640 12,580 2

8.29

B

２１
実績

－

18,905 B

B

0.58

0 18,905

1,840 880 －


